
●人　口　12,899人　前月比（21人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,741世帯
●15歳未満の年少人口　1,235人（比率9.5％）

●65歳以上の老齢人口　4,483人（比率34.7％）

●人口のうごき

〈2011（平成23）年8月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 25人　出生6人　　　　転入18人　　  職権1人
【男6人】 【男1人】【男11人　女7人】

減少 46人　死亡17人　　 転出29人　　　職権1人
【男7人　女10人】 【男9人　女20人】
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【男6,080人  女6,819人】

【男635人  女600人】

【男1,775人  女2,708人】

広報
2011年／平成23年

－No.67－
10月号

3年前、入野小学校から始まり、昨年からは町内すべての小学4年生が参加している「Tシャツアート展」を
通じたモンゴル交流。7月10～12日にモンゴルで展示されたTシャツが、子どもたちの元に返ってきました。
（9月5日撮影／入野小学校）

安心・便利な口座振
替をご利用ください。

●お問い合わせ
　本庁 税務課
蕁４３－２８１６

●
町
県
民
税　
　

…
第
３
期

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

…
第
４
期

10月の納税10月の納税

P.２� ご長寿おめでとう

P.３� 金婚おめでとう

P.５� であいの里でそばづくり

P.６� 歳入歳出決算状況

P.10� 健康カレンダー

P.14� 教育委員会だより

P.16� 黒潮町の文化財

P.18� 役場からのお知らせ

P.23� まちの掲示板

P.28� くろしおっ子を紹介します！

10月号の主な内容

モンゴルの草原でひらひらしたよ！モンゴルの草原でひらひらしたよ！モンゴルの草原でひらひらしたよ！
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ま
ち
ので

き
ご
と

ま
ち
ので

き
ご
と

 
９
月

１９
日
の
「
敬
老
の
日
」
を
前
に
、
黒
潮

町
在
住
の
、
今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
と

１
０
０
歳
以
上
の
方
（
明
治

４５
年
３
月

３１
日
ま

で
に
出
生
し
た
方
）に
対
し
、
町
長
と
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
か
ら
ご
長
寿
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

※「
祝
」は
今
年
初
め
て
お
祝
い
し
た
方
で
す
。

中島　梅尾さん

（四万十市）

うめ お

祝100歳

植田　繁尾さん

（小川）

しげ お

100歳

井上　關子さん

（芝）

かん こ

100歳

小谷　　緑さん

（川奥）

みどり

102歳

橋田　市野さん

（蜷川）

いち の

102歳

佐藤　綾子さん

（上川口）

あや こ

102歳

川村　亀代さん

（馬荷）

かめ よ

103歳

濱崎　佐奈惠さん

（上川口）

さ な え

104歳

遠山　今惠さん

（鈴）

いま え

祝100歳

土居　波惠さん

（田野浦）

なみ え

祝100歳

橋田　於保江さん

（蜷川）

お ぼ え

祝100歳

なか じま うえ た いの うえ

野並　千代子さん

（上田の口）

ち よ こ

102歳

の なみ こ たに はし だ さ とう

かわ むら はま さき

とお やま ど い はし だ

山沖　壽栄さん

（出口）

とし えやま おき

祝100歳

ご
長
寿 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

黒潮町のご長寿の皆さん黒潮町のご長寿の皆さん

※黒潮町在住
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結
婚
５０
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
　
婚

沖村　道郎さん・道子さん

（出口）

みち お みち こおき むら

中沢　中哉さん・一香さん

（入野）

あつ や いつ かなか がわ

やま だ

田中　清吉さん・澄子さん

（入野）

せい きち すみ こた なか

田所　　慧さん・嶋子さん

（入野）

さとし しま こた どころ

山田　正喜さん・佳子さん

（入野）

まさ き よし こ

林　　　崇さん・弥生さん

（入野）

たかし や よ いはやし

中沢　長年さん・美知子さん

（入野）

たけ とし み ち こなか ざわ

中沢　佐登志さん・幸子さん

（大井川）

さ となか ざわ し ゆき こ

門田　匡平さん・仁和子さん

（浮鞭）

きょうへい に わ こかど た

行定　丘郎さん・子子さん

（入野）

たか お やす こゆき さだ

明神　宣彰さん・冨士子さん

（佐賀）

のぶ あきみょうじん ふ こじ

金子　英治さん・嘉也さん

（上川口）

ひで はる よし やかね こ

田辺　俊夫さん・満子さん

（奥湊川）

とし お みつ こた なべ

　
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
昭
和

３６
年
に
結
婚
さ
れ

た
方
々
で
す
。

　
９
月
１
日
、
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
四
万
十
で
高
知
新
聞
社
・

Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
な
ど
が
主
催

す
る
「
第

５４
回
金
婚
夫
婦
祝
福

式
典
」
が
行
わ
れ
、
黒
潮
町
か

ら
は

１３
組
の
ご
夫
婦
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
５０
年
と
い
う
永
い
年
月
を
共

に
歩
み
、
意
義
の
あ
る
記
念
日

を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
表
情

は
、
と
て
も
豊
か
で
穏
や
か
な

様
子
で
し
た
。

 
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
、
仲
む

つ
ま
じ
い
お
二
人
で
い
て
く
だ

さ
い
。

まちのできごとまちのできごと
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まちのできごとまちのできごと

市
野
々
川
で
泥
ん
こ
祭

ボールをバトン代わりにした
泥んこリレー。

半分ずつ色を変えるなどオリジ
ナリティあふれる作品に。

南郷小学生が育てた「クジライス」。1袋3kg入り
1,000円を約80個販売しました。

う
ま
い
！
安
い
！
「
ク
ジ
ラ
イ
ス
」

大
方
高
校 

鯉
の
ぼ
り
に
色
付
け

高
知
Ｆ
Ｄ
公
式
戦
で
観
光
Ｐ
Ｒ

さ
こ
り

　
８
月

２６
日
、
市

野
々
川
地
区
で
泥

ん
こ
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
平
成

１９
年
度
か

ら
農
地
や
川
の
環

境
保
全
を
目
的
に
、
コ
ス
モ
ス
の
種
ま

き
な
ど
を
地
元
伊
与
喜
小
学
校
の
児
童

ら
と
行
っ
て
い
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
で
の

競
技
は
３
年
ぶ
り
。
稲
刈
り
を
終
え
た

田
ん
ぼ
に
水
を
張
り
、
小
学
生
ら
約

２０

人
が
２
班
に
分
か
れ
て
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
や
リ
レ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
初
は
恐
る
恐
る
だ
っ
た
子
ど
も
た

ち
も
、
住
民
や
保
護
者
ら
の
声
援
に
、

次
第
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
泥
の
中
に
し

り
も
ち
を
つ
い
た
り
、
顔
や
服
に
泥
が

つ
い
て
も
お
構
い
な
し
に
、
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　
南
郷
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
学
校
近

く
の
田
ん
ぼ
で
、
保
護
者
の
協
力
の
も

と
、
田
植
え
、
稲
刈
り
を
行
い
、
平
成

１５
年
か
ら
は
５
年
生
が
お
米
の
販
売
を

し
て
い
ま
す
。

　
９
月

１０
日
、
５
・
６
年
生

１３
人
が
参

加
し
、
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お
が
た
で
、

今
年
収
穫
し
た
新
米
を
販
売
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
高
知
市
や
四
万
十
市
で
販

売
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
初
め
て

町
内
で
販
売
。
学
校
に
近
い
と
あ
っ
て
、

保
護
者
や
顔
な
じ
み
の
近
隣
住
民
が
、

児
童
に
声
を
か
け
な
が
ら
お
米
を
購
入

し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
呼
び
込
み
で
、
販
売
開
始
か
ら
約
１

時
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

   　
８
月

２２
・

２３
日
、
大
方
高
校
美
術
部

が
紙
の
鯉
の
ぼ
り
の
色
付
け
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
紙
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
毎
年
５
月

に
坂
折
地
区
で
開
催
し
て
い
る
「
カ
ツ

オ
と
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
会
場
を
飾
っ
た
り
、
子
ど
も
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
美
術
部
員
た
ち
は
、
水
性
ペ
ン
キ
を

混
ぜ
合
わ
せ
好
み
の
色
を
作
り
、
丁
寧

に
色
を
塗
っ
て
い
き
ま
す
。
部
員
一
人

ひ
と
り
の
個
性
が
光
る
、
す
ば
ら
し
い

作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

◆
坂
折
地
区
で
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
た
め
に
鯉
の
ぼ
り
を
集
め
て
い
ま

す
。
不
要
な
鯉
の
ぼ
り
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

　
カ
ツ
オ
と
鯉
の
ぼ
り
川
渡
し
実
行
委
員
会

蕁
５
５
―
３
３
０
７（
大
谷
）

　
８
月

１３
・

２８
日
の
２
日
間
、
土
佐
西

南
大
規
模
公
園
内
に
あ
る
大
方
球
場
で
、

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
プ
ラ
ス
の
公

式
戦
が
行
わ
れ
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス（
Ｆ
Ｄ
）が
徳
島
イ
ン
デ
ィ

ゴ
ソ
ッ
ク
ス
・
三
重
ス
リ
ー
ア
ロ
ー
ズ

と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
で
初
め
て
と
な
っ
た
こ
の
公

式
戦
は
、
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
、
球
場
の

利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
黒
潮
町

が
試
合
を
買
い
取
り
、
入
場
料
無
料
で

観
戦
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
試
合
で
は
、
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
と
選
手
入
場
や
、
中
学
生
に
よ
る

始
球
式
な
ど
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
も
。
２
日

間
で
約
１
０
０
０

人
の
お
客
さ
ん
が

訪
れ
、
プ
ロ
の
試

合
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

▼
１３
日
　
高
知 

２ 

× 

４ 

徳
島

▼
２８
日
　
高
知 

６ 

× 

１ 

三
重

※
８
月
号
20
ペ
ー
ジ
「
高
知
Ｆ
Ｄ
公
式

戦
」
の
お
知
ら
せ
は
、
町
の
主
催
事

業
を
広
く
周
知
す
る
目
的
で
掲
載
し

ま
し
た
。
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町
内
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
な

ぶ
ら
」
が
、
８
月

２７
日
、
伊
与
木
川
堤

防
な
ど
に
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し

た
。

　
「
な
ぶ
ら
」
は
、
町
内
各
団
体
や
町

民
約

２０
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
町
内
の
公

共
施
設
へ
の
花
を
植
え
る
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
や
「
土
佐
さ
が
の
も
ど
り
ガ

ツ
オ
祭
」
の
共
催
、
須
賀
留
温
泉
の
維

持
管
理
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
９
月
頃
、
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
２
年
は
う
ま

く
育
た
ず
、
き
れ
い
に
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
は
、
昨
年
よ
り
種
を
ま
く
時
期

を
２
週
間
早
め
、
成
長
に
充
分
な
時
間

が
取
れ
る
よ
う
に
配
慮
。
メ
ン
バ
ー
は
、

「
今
年
こ
そ
は
咲
き
ま
す
よ
う
に
」
と

願
い
な
が
ら
種
を
ま
い
て
い
き
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
は
　

　
若
者
た
ち
と
地
域
づ
く
り
を

進
め
た
い
と
い
う
熱
意
を
持
っ

た
高
知
県
の
地
域
が
、
若
者
を

１
週
間
〜
半
年
間
受
け
入
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
　
人
と
地
域
の
研
究
所
」（
高

知
市
）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

◆
今
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
黒
潮
町
内
で
は
、
▼
黒
潮
の

ま
ち
で
そ
ば
づ
く
り
（
蜷
川
）

▼
黒
潮
一
番
館
の
お
土
産
コ
ー

ナ
ー
魅
力
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

（
佐
賀
）
▼
黒
潮
一
番
館
の
リ

ピ
ー
タ
ー
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

（
佐
賀
）
の
３
つ
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
、
１
〜
３
名
の
学
生

が
参
加
し
、
地
域
の
方
と
一
緒

に
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

◆
蜷
川
の
そ
ば
づ
く
り
体
験

　
で
あ
い
の
里
蜷
川
で
は
、
昨
年
か
ら
、

そ
ば
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
そ
ば
の
作
付
面
積
を
増
や
し
、

新
し
い
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
「
そ
ば
体
験
」

を
加
え
よ
う
と
研
究
中
で
す
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

８
月

２３
日
か
ら

２９
日
ま
で
大
学
生
２
人

と
大
学
院
生
１
人
を
受
け
入
れ
、
実
際

に
そ
ば
づ
く
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
体
験
内
容
は
、
そ
ば
の
種
ま
き
作
業

と
、
そ
ば
粉
作
り
か
ら
行
う
本
格
的
な

そ
ば
打
ち
体
験
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
川
エ
ビ
獲
り
や
、
雑

草
取
り
、
ハ
ウ
ス
の
見
学
な
ど
、
充
実

し
た
１
週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
現
地
報
告
会
で
は
、
新
し

い
地
区
の
特
産
品
と
し
て
、
そ
ば
団
子

鍋
、
そ
ば
茶
、
カ
ツ
オ
そ
ば
な
ど
の
そ

ば
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
、
そ
ば
の

花
見
、
そ
ば
畑
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
ア
イ
デ
ア
を
発
表
。

　
今
回
の
滞
在
に
つ
い
て
「
蜷
川
は
自

然
が
豊
か
で
、
人
が
温
か
く
て
、
す
ご

く
い
い
。
こ
の
体
験
を
、
今
後
の
進
路

や
研
究
に
生
か
し
た
い
。
蜷
川
に
も
ま

た
来
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
た
蜷
川
地
区
の
方
々
に
と

っ
て
も
、
意
味
の
あ
る
１
週
間
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
経
験
を

生
か
し
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
注
目
で
す
。

佐
賀
で
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き

す

が

る

今
年
も
黒
潮
町
に
「
ふ
る
さ

と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の

若
者
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
受
け
入
れ
た

蜷
川
地
区
で
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」ふるさとインターンシップ であいの里で「そばづくり」

であいの里のインターンシップ生。
右から澤頭貴之さん（東京都出身、
大学３年）、中村直人さん（日高村
出身・大学院１年）、大沼愛奈さん（山
形県出身・大学３年）。

そばの種を石臼で２～３回挽い
てそば粉にします。

そば粉に水、つなぎ粉を加えてこね、
麺棒で伸ばし、細く切ります。

茹で上がったそばをみんなで試食。
不恰好でも味は格別でした。

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

が
わ

み
な
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歳　出歳　出歳　入

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
平
成

２２
年
度
の
歳
入
総
額
は
１

０
４
億
３
２
７
８
万
円
、
前
年
度

比
１３
・
４
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
増
加
の
主
な
要
因
は
、
国

の
「
地
域
主
権
改
革
」
に
よ
り
地

方
交
付
税
が
３
億
２
１
８
９
万
円

（
８
・
２
％
増
）
の
大
幅
増
加
と

な
っ
た
こ
と
や
、
普
通
建
設
事
業

の
増
加
な
ど
に
よ
り
地
方
債
の
借

入
額
が
前
年
度
比
５
億
５
７
０
２

万
円（

４６
・
０
％
増
）と
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
地
方
債
の
繰
上
償
還
の

た
め
の
減
債
基
金
の
取
り
崩
し
に

よ
り
繰
入
金
が
前
年
度
比
３
億
４

５
４
７
万
円（
２
４
８
・
０
％
増
）

の
増
加
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　
歳
入
の
構
成
は
普
通
交
付
税
と

特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た
地
方
交

付
税
が
全
体
の

４０
・
６
％
を
占
め

て
お
り
、
町
税
を
含
め
た
自
主
財

源
が
全
体
の

１８
・
５
％
し
か
な
く
、

国
や
県
の
財
政
支
援
に
依
存
し
た

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
債
の
借

入
額
は
、
普
通
建
設
事
業
の
増
加

や
新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
過
疎
対

策
事
業
債
の
ソ
フ
ト
事
業
分
の
借

入
、
ま
た
地
方
交
付
税
の
振
替
分

で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
加

に
よ
り

１７
億
６
７
１
２
万
円
と
、

平
成

１８
年
の
合
併
以
降
、
最
高
額

の
借
入
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
総
額
は

９８
億
７
３
９
８
万

円
、
前
年
度
比

１３
・
８
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
は
情
報
基
盤
整

備
事
業
や
学
校
改
築
・
耐
震
化
事

業
、
佐
賀
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
、
町
道
整
備
事
業
な
ど

に
よ
り
前
年
度
比
で
６
億
４
４
８

８
万
円
（

２６
・
３
％
増
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
繰
上
償

還
の
実
施
に
よ
り
公
債
費
が
４
億

３
６
３
６
万
円
（

３３
・
９
％
増
）

の
増
加
、
扶
助
費
が
子
ど
も
手
当

の
新
設
に
よ
り
１
億
４
０
７
８
万

円
（

３５
・
０
％
増
）
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
で
の
構
成
を
見
る
と
、

情
報
基
盤
事
業
や
各
種
選
挙
、
統

計
調
査
な
ど
を
含
む
総
務
費
が
全

体
の

２６
・
０
％
を
占
め
て
お
り
、

続
い
て
保
育
所
運
営
な
ど
の
子
育

て
支
援
や
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が

い
者
福
祉
の
民
生
費
が

１８
・
８
％
、

地
方
債
の
元
利
償
還
費
の
公
債
費

が
１７
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶
助

費
・
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的

経
費
が
全
体
の

３９
・
７
％
、
普
通

建
設
事
業
と
災
害
復
旧
事
業
を
合

わ
せ
た
投
資
的
経
費
が

３１
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
繰
越
明
許
を
含
む
）

黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況
○お問い合わせ　総務課 財務係　蕁43－2112（直通）

平成22年度

※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。

一般会計決算の状況

決算収支歳　　出歳　　入

歳　　　　入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

5億5,879万円98億7,398万円104億3,278万円一般会計（繰越明許含む）

その他依存財源
2.2%
2億3,275万円

町税　7.9%
8億2,163万円

繰入金
4.6%
4億8,478万円

その他自主財源
5.9%
6億1,936万円

その他自主財源
5.9%
6億1,936万円

地方交付税
40.6%
42億3,123万円

国庫支出金
15.2%
15億9,073万円

国庫支出金
15.2%
15億9,073万円

町債
16.9%
17億6,712万円

県支出金
6.6%
6億8,517万円

依存財源
81.5%
85億700万円

依存財源
81.5%
85億700万円

自主財源
18.5%
19億2,578万円

自主財源
18.5%
19億2,578万円

その他
4.2%
4億1,510万円 公債費

17.4%
17億2,170万円

繰出金
6.7%
6億6,517万円

投資的経費
31.6%

31億2,482万円

投資的経費
31.6%

31億2,482万円

その他経費
28.6%

28億2,693万円

その他経費
28.6%

28億2,693万円
義務的経費
39.7%
39億2,224万円

義務的経費
39.7%
39億2,224万円

その他
8.2%
8億580万円

民生費
18.8%
18億5,195万円

民生費
18.8%
18億5,195万円

総務費
26.0%
25億7,022万円

教育費　9.6%
9億4,703万円

公債費　17.4%
17億2,170万円

人件費
16.8%
16億5,740万円

物件費
10.3%
10億1,526万円

物件費
10.3%
10億1,526万円

補助費等
7.4%
7億3,140万円

普通建設事業費
31.3%
30億9,374万円

災害復旧事業費
0.3%
3,108万円

災害復旧事業費
0.3%
3,108万円

土木費
9.7%
9億5,567万円

農林水産業費
5.3%
5億2,440万円

農林水産業費
5.3%
5億2,440万円

衛生費　5.0%
4億9,722万円

扶助費
5.5%
5億4,314万円

◆ 

歳
入
決
算
（
収
入
）

◆ 

歳
出
決
算
（
支
出
）
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地方交付税

歳入（収入）一覧
決　算　額

42億3,123万円

住民1人当たり

32万5,279円

町　　　債 17億6,712万円 13万5,849円

国庫支出金 15億9,073万円 12万2,289円

町　　　税 8億2,163万円 6万3,164円

県 支 出 金 6億8,517万円 5万2,673円

繰　入　金 4億8,478万円 3万7,268円

そ　の　他 8億5,211万円 6万5,507円

合　　計 104億3,278万円 80万2,028円

総　務　費

総務費
　地域維持活性化交付金事業� 1,021万円
　携帯電話エリア整備事業� 2,199万円
　情報基盤整備事業� 10億5,711万円

民生費
　重度心身障がい児者医療費助成金�3,645万円
　障がい者自立支援事業� 2億3,955万円
　老人保護措置費� 4,457万円
　児童手当・子ども手当� 1億6,186万円

衛生費
　乳幼児医療費� 1,526万円
　合併浄化槽整備設置事業� 1,129万円

労働費
　緊急雇用創出臨時特例基金事業� 4,254万円
　ふるさと雇用再生特別基金事業� 6,276万円

農林水産業費
　こうち農業確立総合支援事業� 4,781万円
　産業振興推進総合支援事業� 7,687万円
　森林整備地域活動支援事業� 1,913万円
　佐賀地域漁業集落環境整備事業� 3,818万円
　灘漁港整備事業� 2,109万円

歳出（支出）一覧
【目的別】

決　算　額

25億7,022万円

住民1人当たり

19万7,588円

民　生　費 18億5,195万円 14万2,370円

公　債　費 17億2,170万円 13万2,357円

土　木　費 9億5,567万円 7万3,468円

教　育　費 9億4,703万円 7万2,804円

農林水産業費 5億2,440万円 4万313円

衛　生　費 4億9,722万円 3万8,224円

そ　の　他 8億580万円 6万1,946円

合　　計 98億7,398万円 75万9,070円

普通建設事業費

決　算　額

30億9,374万円

住民1人当たり

23万7,833円

公　債　費 17億2,170万円 13万2,357円

人　件　費 16億5,740万円 12万7,414円

物　件　費 10億1,526万円 7万8,049円

補 助 費 等 7億3,140万円 5万6,227円

繰　出　金 6億6,517万円 5万1,135円

扶　助　費 5億4,314万円 4万1,754円

そ　の　他 4億4,618万円 3万4,301円

合　　計 98億7,398万円 75万9,070円

【性質別】

一般会計決算額

平成22年度の主な事業とその決算額
商工費
　黒潮一番地カツオビジネス創造事業�2,975万円

土木費
　町道馬荷線道路改良事業� 3,839万円
　町道成又熊ノ浦線道路改良事業� 3,542万円
　上川口港緑地整備事業� 1億2,022万円
　まちづくり交付金事業� 3億9,647万円
　（中角藤縄線・池廻り線・坂折公園など）
　佐賀道の駅整備事業� 579万円

消防費
　耐震性防火水槽整備事業� 1,493万円
　避難道等整備事業� 1,240万円
　防災拠点整備事業（消防署移転）�1億3,393万円

教育費
　伊与喜小学校屋内運動場耐震補強事業�3,667万円
　拳ノ川小学校屋内運動場耐震補強事業�2,567万円
　入野小学校校舎耐震補強事業� 5,111万円
　佐賀中学校校舎改築事業� 2億5,399万円
　学校ＩＣＴ環境整備事業� 5,686万円

※住民1人当たり

　決算額を平成23年3月31日の
町人口13,008人で割った金額。
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財政健全化法による財政指標について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、平成22年度決算に基づく4つの健
全化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しました。この指標が基準以上となる場合には財政
健全化計画などを策定することが義務付けられています。黒潮町では全ての数値が基準値を下回っ
ています。

○実　質　赤　字　比　率　普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
○連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率
○実質公債費比率　普通会計が負担する起債の元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率
○将　来　負　担　比　率　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
○資　金　不　足　比　率　公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率
※「－」は実質赤字額・連結実質赤字額及び資金不足額が無いことを意味します。
※標準財政規模とは、標準的な状態で通常収入される見込みの一般財源の規模を言います。

平成22年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － 14.83% 20.0%

連結実質赤字比率 － 19.83% 40.0%

実質公債費比率 12.5% 25.0% 35.0%

将来負担比率 47.1% 350.0%

資金不足
比率

経営健全化
基準

水道事業会計 － 20.0%

農業集落排水事業会計 － 20.0%

漁業集落排水事業会計 － 20.0%

特別会計決算の状況

歳　　入

1,097万円住宅新築資金等貸付事業

2,185万円宮川奨学資金

17億1,423万円給与等集中処理

17億9,362万円国民健康保険事業

9,873万円国民健康保険直診事業

269万円老人保健事業

15億4,084万円介護保険事業

1,520万円介護サービス事業

1億6,292万円後期高齢者医療保険事業

3,791万円農業集落排水事業

777万円漁業集落排水事業

2億587万円収益的収支

資本的収支
水道事業

8,808万円

歳　　出

991万円

2,156万円

17億1,423万円

17億8,894万円

9,755万円

269万円

15億2,357万円

1,520万円

1億6,292万円

3,740万円

776万円

2億16万円

1億5,545万円

決算収支

105万円

29万円

0円

468万円

119万円

0円

1,727万円

0円

0円

50万円

1万円

571万円

－6,737万円

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
特

別
会
計
は
、
公
営
企
業
会
計
の
水

道
事
業
を
含
め
て

１２
会
計
あ
り
ま

す
。

　
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
を
除
い

た
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

５４
億

６
７
４
万
円
、
歳
出
総
額
は

５３
億

８
１
７
４
万
円
で
歳
入
歳
出
の
差

し
引
き
総
額
は
２
４
９
９
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

※水道事業における不足額は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調
整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんされています。

基金の状況

※基金および地方債残高ともに公営企業法適用の水道会計を除いた額となっています。

平成22年度末現在� 40億7,883万円

� （前年度比9,925万円減）

住民1人当たりにすると� 31万3,564円

地方債残高の状況

平成22年度末現在高� 106億8,263万円

� （前年度比1億7,439万円増）

住民1人当たりにすると� 82万1,236円
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◆ 

「
本
当
は
や
め
た
い
」
人
が
増
え
て

　
 

い
ま
す

　
日
本
人
の
喫
煙
率
は
近
年
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
男
性
の

４
割
、
女
性
の
１
割
が
た
ば
こ
を
習
慣

的
に
吸
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
約
４
０
０
０
種

類
以
上
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
２
０
０
種
類
以
上
の

発
が
ん
物
質
を
含
む
、
多
く
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
が
ん
発
症
率
は
、

非
喫
煙
者
の
１.
５
〜

３２.
５
倍
で
す
。

肺
が
ん
を
は
じ
め
、
喉
頭
が
ん
、
咽
頭

が
ん
な
ど
に
も
影
響
し
ま
す
。
発
が
ん

物
質
は
、
の
ど
か
ら
気
管
を
通
っ
て
肺

で
吸
収
さ
れ
、
血
液
に
の
っ
て
全
身
に

ま
わ
る
た
め
、
体
中
の
全
て
の
臓
器
が

影
響
を
受
け
ま
す
。
特
に
妊
婦
の
喫
煙

は
、
胎
児
の
発
育
不
良
や
低
出
生
体
重

児
な
ど
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
し
ま
す
。

◆ 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
？

　
さ
ら
に
、
喫
煙
を
続
け
て
い
る
と
確

実
に
か
か
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

で
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
肺
の
疾
患
で
す
。「
た

ば
こ
病
」
と
も
呼
ば
れ
、
原
因
の
ほ
と

ん
ど
が
喫
煙
で
す
。
た
ば
こ
の
煙
が
じ

わ
じ
わ
と
肺
を
破
壊
し
、
ゆ
っ
く
り
と

呼
吸
機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
の
８
〜
９
割
が
喫
煙

者
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
進
行
は
、
非
常

に
遅
く
、
急
変
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な

い
た
め
、
症
状
に
慣
れ
て
異
常
に
気
付

か
ず
に
生
活
を
送
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

し
か
し
、
治
療
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
肺
機
能
は
徐
々
に
失
わ
れ
、
最
後

に
は
自
力
で
呼
吸
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
失
わ
れ
た
肺
機
能
は
完
全
に
元
に

戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

ま
ず
は
「
禁
煙
の
準
備
」
か
ら

①
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
理
由
を
知
る

　
禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま

ず
自
分
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
ば
こ
を
吸
い
た
く
な
る
時
は
ど

ん
な
時
か
、
自
分
自
身
で
確
認
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

②
禁
煙
を
開
始
す
る
日
を
決
め
る

③
家
族
や
同
僚
に
禁
煙
を
宣
言
す
る

④
目
に
つ
き
や
す
い
所
に
禁
煙
の
張
り

紙
を
す
る

⑤
た
ば
こ
、
ラ
イ
タ
ー
、
灰
皿
を
処
分

す
る

⑥
飲
み
会
の
席
に
な
る
べ
く
行
か
な
い

◆ 

続
い
て
禁
煙
実
行
へ

　
準
備
が
整
っ
た
ら
、
禁
煙
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
…

①
冷
た
い
水
を
飲
む

②
歯
を
磨
く

③
ガ
ム
を
噛
む

④
散
歩
や
体
操
な
ど
軽
い
運
動
を
す
る

⑤
も
ら
い
た
ば
こ
を
し
な
い
た
め
に
喫

煙
者
か
ら
距
離
を
お
く

⑥
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

（
薬
局
で
購
入
で
き
る
）、
経
口
禁
煙

補
助
薬
（
医
師
の
処
方
が
必
要
）
な

ど
を
利
用
す
る

　
途
中
、
も
し
吸
っ
て
し
ま
っ
て
も
、

そ
こ
で
あ
き
ら
め
ず
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
禁
煙
は
自
分
の
力
だ
け
で
は
、
な
か

な
か
継
続
で
き
ま
せ
ん
。
禁
煙
を
継
続

す
る
に
は
、
周
囲
の
理
解
・
サ
ポ
ー
ト

が
重
要
で
す
。
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
職

場
や
禁
煙
仲
間
な
ど
応
援
し
て
く
れ
る

方
を
見
つ
け
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
禁

煙
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　

　
 

本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

禁
煙
、は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

健

知

袋

問

康

恵
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10月 内　　　容 実施場所 実施時間 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１０
月
中
旬
か
ら
１１
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
目
指
そ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

大方地域

入野本村集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）17日（月）
新町集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）19日（水）
下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）20日（木）

21日（金）
錦野集会所 10：00～12：00

緑野集会所 10：00～12：00
健康相談（ふれあいサロン）

福堂集落センター 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）

早咲集会所 10：00～12：00
米原集会所 9：00～09：05
灘集会所 9：30～09：50
伊田郷集会所 10：05～10：20
伊田浦老人憩の家 10：35～11：00

大　腸　が　ん　検　診

容　器　配　布

25日（火）

有井川集会所 11：20～11：40
蜷川健康支援センター 13：30～14：00
上川口消防屯所前 14：30～14：50
奥湊川老人憩の家 13：30～14：30健 　 康 　 相 　 談
仲分川集会所 10：00～11：00
加持本村集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）

26日（水）

上川口郷集会所 9：30～12：00
健康相談（ふれあいサロン）

浮津集落センター 9：30～12：00
南部保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談

27日（木）

米原集会所
灘集会所
伊田郷集会所
伊田浦老人憩の家 9：00まで

大　腸　が　ん　検　診

容　器　回　収
28日（金）

有井川集会所
蜷川健康支援センター
上川口消防屯所前
大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談
子育て支援センター（大方中央保育所） 10：00～11：00愛 　 育 　 相 　 談31日（月）

11月 内　　　容 実施場所 実施時間
灘集会所 9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談2日（水）
中馬荷集落センター ※9：00～09：05
上田の口集会所 ※9：25～09：35
下田の口  土佐西南大規模公園
体育館正面玄関前 ※9：50～10：10

JA南部事業所 集荷所 ※10：30～10：50
保健福祉センター ※11：20～11：40

肺　が　ん　検　診

（胸部レントゲン）

未受診者対象

4日（金）
加持ふれあいセンター ※13：20～13：30
湊川ふれあいセンター ※13：40～13：45
鞭　旧東部保育所 ※14：00～14：15
蜷川消防コミュニティセンター ※14：30～14：40
上川口消防屯所前 ※14：50～15：10
有井川集会所 ※15：20～15：30
下馬荷集落センター 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）7日（月）
本谷集会所 9：00～09：10

大　腸　が　ん　検　診

容　器　配　布
8日（火）

北郷小学校体育館前 9：20～09：40
加持ふれあいセンター 10：00～10：20
湊川ふれあいセンター 10：50～11：10
浮津集落センター 13：30～13：40
鞭　旧東部保育所 14：00～14：30
大方橘川集会所 9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談9日（水）
下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）10日（木）

注）表中の※印は、受付時間となります。
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日
時
　

１０
月

２３
日（
日
）

　
午
後
１
時
開
場
、
１
時

３０
分
開
始

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
　
が
ん
特
集

講
師

◎
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
泌
尿
器
科
医
長
　
香
西
哲
夫
先
生

　「
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
」

◎
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　

　
外
科
医
長
　
尾
崎
信
三
先
生

　「
乳
が
ん
に
つ
い
て
」

参
加
料
　
無
料

主
催
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

後
援
　
四
万
十
市
・
宿
毛
市
・
土
佐
清

水
市
・
大
月
町
・
三
原
村
・
黒

潮
町
・
幡
多
福
祉
保
健
所
・
幡

多
医
師
会

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
 

幡
多
け
ん
み
ん
病
院
経
営
企
画
課

　
　
蕁
０
８
８
０
―
６
６
―
２
２
２
２

　
 

黒
潮
町
役
場 

本
庁 

健
康
福
祉
課

 
　
保
健
衛
生
係
　

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
 

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

10月 内　　　容 実施場所 実施時間

佐賀地域

佐賀地域（検診車巡回） 9：00～12：30肺がん検診（未受診者対象）17日（月）
上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン19日（水）
支援センターこぶし ※9：00～09：30

子　宮　が　ん　検　診20日（木）
総合センター ※13：00～14：00
佐賀保育所 9：30～11：00佐　賀　愛　育　相　談24日（月）

11月 内　　　容 実施場所 実施時間
総合センター 10：00～12：00三世代ふれあい健診報告会4日（金）
保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室8日（火）
鈴漁民研修センター 10：00～13：00鈴ふれあいサロン9日（水）
保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室11日（金）
保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室15日（火）

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

10月

11月

16日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

23日（第4日曜日） 小原外科胃腸科 蕁35－0108 清谷医院 蕁0880－63－2302

30日（第5日曜日） 山下整形外科 蕁34－0511 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

03日（文化の日） 竹本病院 蕁35－4151 大井田病院 蕁0880－63－2101

06日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

13日（第2日曜日） 木俵病院 蕁34－1211 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

11月 内　　　容 実施場所 実施時間
本谷集会所

9：00まで

北郷小学校体育館前
加持ふれあいセンター大　腸　が　ん　検　診

容　器　回　収11日（金） 湊川ふれあいセンター
浮津集落センター
鞭　旧東部保育所

芝集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）14日（月）
有井川集会所 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）

浜の宮集会所 9：00～09：20
入野本村集会所 9：50～10：10
芝集会所 10：40～11：00大　腸　が　ん　検　診

容　器　配　布
15日（火）

錦野集会所 11：20～11：40
大方町民館 13：20～13：40
早咲集会所 14：00～14：20

注）表中の※印は、受付時間となります。

問
第
4
回

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講
座
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住宅改造について
介護保険広報シリーズ焜ガイ ド介護保険介護保険介護保険

◆◆ 住宅改造支援事業について ◆◆

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（直通）

● 住宅改造支援事業とは
　要援護高齢者および身体に障がいのある方が、在宅での生活が可能となるよう、住宅改造支
援事業を行うことにより、本人および介護者の介護負担軽減を図り、高齢者福祉および身体障
がい者福祉の増進を図ることを目的としています。

● 対象世帯
　黒潮町に住所を有し、世帯の主たる生計中心者の前年（1～5月の間の申請においては前々年）の
所得税額が30万円未満の方が対象となります。
（1）身体障害者手帳の交付を受けた方で、身体上の障がいが1級または2級の方
（2）要介護状態が要介護4または要介護5に認定された方
（3）（1）（2）に規定する者に準ずると町長が認める方

● 助成の対象　
対象者の居住する住宅の改造に係る経費のうち、下記の箇所の工事が対象となります
　○浴室の改修・改築　　　○玄関の段差解消　　　　　　○台所の改修・改築
　○トイレの改修・改築　　○廊下の手すりなどの設置　　○階段の手すりなどの設置
　○事業対象者の居室の改修・改築

● 助成金
・助成金の対象額は100万円を限度とします。
・助成金の対象額の3分の2を助成し、1,000円未満の端数は切り捨てるものとします。ただし

生活保護による被保護世帯は、対象額の全額を助成します。

● 助成の申請
助成を受けたい方は、下記の書類を提出してください。
（1）住宅改造支援事業費助成申請書
（2）住宅改造工事計画書（図面）
（3）工事費見積書
（4）登記簿抄本など所有者の分かるもの
（5）その他町長が必要と認める書類

● 助成の制限
　助成は1つの住宅につき1回に限ります。ただし、障がい状態の変化など新たな助成が必要と
認められる場合は、この限りでありません。

※介護保険法の住宅改修費の給付（支給対象額20万円の範囲で9割を給付）を受けることが優
先となります。
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる
～医療費をいったん全額自己負担したとき～

○お問い合わせ　【本　　庁】健康福祉課 国保係　　　　　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

※医療費などを支払った日の翌日から２年を過ぎると支給されませんのでご注意く
ださい。

※医療処置が適正であったか審査されますので、申請から支給まで２～３カ月かか
ります。また、審査の結果、支給されない場合もあります。

■ 次のような場合は、いったん全額自己負担となりますが、役場の国保担当窓口へ
　 申請し、審査で決定されれば、自己負担分を除いた額が後から払い戻されます。

①事故や急病などで保険証を
持たずに診療を受けたとき

【申請に必要なもの】
【・診療内容の明細書
【・領収書　・保険証
【・印鑑

②コルセットなどの補装具代
（お医者さんが治療上必要
と認めたとき）

【申請に必要なもの】
【・医師の診断書か意見書
【・領収書　・保険証　
【・印鑑

③骨折やねんざなどで国保を
扱っていない柔道整復師の
施術を受けたとき

【申請に必要なもの】
【・医師の診断書か意見書
【・領収書　・保険証
【・印鑑

④手術などで輸血に用いた生
血代（お医者さんが必要と
認めたとき）

【申請に必要なもの】
【・医師の診断書か意見書　
【・輸血用生血液受領証明書
【・血液提供者の領収書
【・保険証　・印鑑

⑤はり・きゅう、マッサージ
などの施術を受けたとき

　（お医者さんの同意が必要）

【申請に必要なもの】
【・医師の意見書　
【・明細が分かる領収書
【・保険証　・印鑑

⑥海外渡航中に診療を受けた
とき（治療目的の渡航は除く）

【申請に必要なもの】
【・診療内容の明細書と領収明細

書（外国語で作成されている場
合は日本語の翻訳文が必要）

【・保険証　・印鑑
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○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
黒
潮
町
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）ま
で

◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
学
級
数
８
、
児
童
数

１
１
３
名
、
教
職
員
数

１５
名
で
、

教
育
目
標
を
、「
た
く
ま
し
く
心

豊
か
な
児
童
の
育
成
」
と
し
、
基

礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る（
知
）、
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る（
徳
）、

た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
る（
体
）

取
り
組
み
を
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
協
力
の
も
と
日
々
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
佐
賀
小
の
教
育
活
動

【
学
力
】

　
「
確
か
で
豊
か
な
『
読
む
力
』

を
育
て
る
」
を
研
究
主
題
、「
互

い
に
認
め
合
い
、
か
か
わ
り
合
う

授
業
づ
く
り
を
通
し
て
」
を
サ
ブ

テ
ー
マ
と
し
て
、
教
職
員
が
子
ど

も
た
ち
の
実
体
を
把
握
し
な
が
ら

研
究
・
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
グ
ラ
フ
「
標
準
学
力
調

査
」（
２
〜
６
年
生
で
実
施
）で
分

か
る
よ
う
に
、
本
校
の
児
童
の
学

力
は
、
期
待
正
答
率
を
上
回
り
、

あ
る
一
定
学
力
は
つ
い
て
い
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

 
し
か
し
、
観
点
別
の
値
を
見
る

と
、
特
に
文
章
を
読
み
取
る
力
に

は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な

学
力
を
つ
け
る
た
め
の
有
効
な
授

業
「
か
か
わ
り
合
っ
て
と
も
に
伸

び
る
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

人
権
教
育
・
道
徳
教
育
の
授
業
は

も
と
よ
り
、
国
語
科
の
授
業
研
究

を
全
教
員
が
行
っ
て
授
業
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読

み
を
仲
間
に
伝
え
た
り
、
聞
き
合

う
こ
と
で
、
自
分
の
読
み
を
確
認

し
た
り
修
正
し
た
り
す
る
よ
う
な

か
か
わ
り
を
意
図
的
に
仕
組
ん
で

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【
仲
間
づ
く
り
】

　
〜
「
互
い
に
認
め
合
い
か
か
わ

り
合
え
る
仲
間
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
〜

　
本
校
は
、
人
権
教
育
を
中
心
に

す
え
た
教
育
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
１
年
生
の
目
標
「
ク
ラ
ス
や
異

学
年
の
友
だ
ち
と
仲
良
く
し
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
や
さ
し
い
心
を
育
て
る
。」

か
ら
、
６
年
生
の
目
標
「
自
他
の

生
命
や
人
権
の
大
切
さ
を
認
識
し
、

人
権
問
題
を
自
分
と
重
ね
て
捉
え
、

解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
態
度
を

育
て
る
。
」
ま
で
、
６
年
間
を
通

し
て
よ
り
よ
い
仲
間
づ
く
り
か
ら
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
許
さ
な
い
、
し
な
い

子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
仲
間
づ
く
り
の
観
点
か
ら
は
、

相
手
を
傷
つ
け
る
言
葉
、
い
や
な

思
い
を
さ
せ
る
言
葉
を
使
わ
な
い

取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
０
７
年

７
月
に
児
童
会
が
言
葉
に
対
す
る

宣
言
文
を
作
成
し
、
日
々
学
校
全

体
、
学
級
で
確
認
し
合
い
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
楽

し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
部
落
問
題
学
習
で
は
、
地
域
の

関
係
者
の
方
や
保
護
者
の
方
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
歴

史
学
習
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
に
生
き
、
活
動
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
た
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◆
広
島
で
学
び
、
学
校
で
平
和
展

　
６
年
生
が
修
学
旅
行
で
広
島
に

行
き
、
学
習
し
た
こ
と
を
「
平
和

資
料
展
」
と
し
て
下
級
生
や
保
護

者
・
地
域
の
人
に
発
信
し
ま
し
た
。

資
料
展
の
開
会
に
あ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
考
え
た
「
佐
賀
小
平
和

宣
言
」
が
読
み
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
以
下
抜
粋
）

『
戦
争
は
　
人
の
心
も
命
も
奪
っ

て
い
く
。

戦
争
は
す
べ
て
の
生
き
物
の
幸
せ

を
奪
っ
て
い
く
。

戦
争
は
差
別
を
生
み
　
差
別
は
戦

争
を
生
む
。

（
中
略
）

争
い
を
や
め
　
人
間
を
大
切
に
せ

よ
。

人
を
信
じ
　
人
を
大
切
に
せ
よ
。

戦
争
は
い
ら
な
い
。

悲
し
い
争
い
も
い
ら
な
い
。

み
ん
な
笑
顔
　
そ
れ
が
平
和
。』

（
２
０
１
１
年
佐
賀
小
６
年
生
一
同
）

　
た
く
さ
ん
の
人
に
平
和
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
学
習
し
た
こ
と

を
平
和
資
料
展
と
い
う
形
で
行
動

に
移
せ
た
こ
と
が
と
て
も
良
か
っ

た
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
 

◆
お
わ
り
に

　
児
童
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
あ

っ
た
教
育
活
動
を
行
い
、
み
ん
な

が
「
学
校
が
楽
し
い
・
学
校
が
大

好
き
」
と
笑
顔
で
登
校
で
き
る
よ

う
な
学
校
を
目
指
し
て
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

佐
賀
小
学
校

『
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な

　
児
童
の
育
成
』を
め
ざ
し
て

校
長
　
西
岡
　
公
子

2年

標準学力調査
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◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
三
方
山
や
伊
与
木
川

と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
地
域
に
あ
り
、
本
年
度
は
、
児

童
数

２３
名
、
完
全
複
式
の
３
学
級

編
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
夏
休
み
に
転
出
入
が
あ
り
、

２
学
期
か
ら
は
児
童
数

２２
名
と
な

り
ま
し
た
。

 
児
童
は
、
明
る
く
素
直
で
、
休

み
時
間
な
ど
は
学
年
を
超
え
て
仲

よ
く
遊
び
、
行
事
な
ど
で
も
よ
く

協
力
し
て
活
動
で
き
ま
す
。
学
習

に
も
ま
じ
め
に
取
り
組
み
、
学
力

の
向
上
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
学
習

や
活
動
を
主
体
的
に
行
っ
た
り
、

創
意
工
夫
し
て
取
り
組
ん
だ
り
す

る
こ
と
に
は
や
や
弱
さ
が
見
ら
れ

ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

 
本
年
度
は
、
教
育
目
標
を
「
心

豊
か
に
　
学
び
合
い
高
め
合
う
児

童
の
育
成
」
と
掲
げ
、「
心
豊
か

な
学
び
」
と
し
て
、

①
め
あ
て
を
持
っ
て
学
ぶ

②
仲
間
と
共
に
学
び
、
高
め
合
う

③
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
す

の
３
つ
の
学
び
を
も
と
に
、
仲
間

と
共
に
学
び
合
い
高
め
合
い
な
が

ら
、
学
校
と
い
う
集
団
の
中
で
こ

そ
の
学
び
や
喜
び
を
大
切
に
し
た

学
校
経
営
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

◆
「
心
」
を
育
て
る

　
今
年
度
も
、
人
権
教
育
・
道
徳

教
育
を
核
に
、
心
の
教
育
を
推
進

し
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な

子
ど
も
、
自
然
の
営
み
や
地
域
の

方
々
、
家
族
に
感
謝
し
、
ま
た
周

囲
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
心

温
か
い
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
た

め
に
日
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
間
を
通
し
て
の
朝
マ
ラ
ソ

ン
や
一
輪
車
な
ど
で
心
や
体
を
鍛

え
、
そ
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
思
っ

た
こ
と
を
表
現
で
き
る
児
童
を
育

て
て
い
き
ま
す
。

◆
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

【
校
内
研
修
の
充
実
】

 
本
年
度
も
、「
や
さ
し
く 

か
し

こ
く 

た
く
ま
し
く
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
国
語
科
・
算
数
科
を
中

心
と
し
た
基
礎
学
力
の
定
着
、
複

式
授
業
で
の
自
主
的
な
学
び
（
一

人
学
び
）
の
定
着
、
安
心
し
て
学

習
に
取
り
組
め
る
学
級
（
学
校
）

づ
く
り
や
支
え
合
え
る
仲
間
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
全
教
職
員
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
グ
ラ
フ
は
、
今
年
の
４

月
に
実
施
し
た
標
準
学
力
調
査
の

結
果
で
す
。
昨
年
度
の
学
習
が
ど

の
く
ら
い
定
着
し
て
い
る
の
か
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
学
年
が
期
待
正
答
率
を
上
回

っ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
学
力

が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
観
点
別
・
領
域
別
な

ど
の
個
別
の
分
析
を
行
う
と
、
国

語
の
言
語
事
項
や
算
数
の
数
量
関

係
に
弱
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
、
私
た
ち
教

員
の
授
業
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

で
、
少
し
ず
つ
解
消
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
校

内
研
修
会
を
年
間

３０
回
以
上
実
施

す
る
予
定
で
す
。

【
研
究
授
業
の
実
施
】

　
全
教
員
が
授
業
を
公
開
し
、
外

部
講
師
を
交
え
て
の
授
業
研
究
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

よ
り
意
欲
的
・
主
体
的
に
児
童
が

学
習
に
取
り
組
む
授
業
と
な
る
よ

う
に
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
本
校
は
複
式
学
級
で
、

少
人
数
で
の
学
習
に
な
り
ま
す
が
、

「
ペ
ア
学
習
」
や
「
と
も
学
び
」

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
伝
え
合

う
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◆
上
級
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

【
登
校
か
ら
下
校
ま
で
】

 

朝
の
集
団
登
校
に
始
ま
っ
て
、

休
み
時
間
や
さ
ま
ざ
ま
な
全
校
的

な
活
動
に
お
い
て
、
５
・
６
年
生

が
し
っ
か
り
と
下
級
生
を
引
っ
張

っ
て
く
れ
ま
す
。
お
か
げ
で
、
上

級
生
に
追
い
つ
こ
う
と
、
下
級
生

が
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
ま
す
。

　
水
曜
日
の
お
昼
休
み
は
、
児
童

会
主
催
の
「
全
校
で
の
遊
び
」
が

あ
り
、
１
・
２
年
生
は
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
全
校
児
童

２２
名
、

み
ん
な
で
伸
び
て
い
き
ま
す
。

伊
与
喜
小
学
校

『
や
さ
し
く  
か
し
こ
く

　
　
　
　
　  
た
く
ま
し
く
』

仲
間
と
共
に  
学
び
合
い

高
め
合
う
子
ど
も
に
…

校
長
　
橋
田
　
ま
や

全校道徳の授業風景

５・６年生の研究授業風景

６年生による、本の読み聞かせです。

下級生は聞き入っています。

平成23年度標準学力調査結果

2年

国語期待正答率 80.7 75.8 70.7 68.1 69.8

国語校内平均正答率 92.4 86.0 69.8 91.7 85.8

算数期待正答率 81.2 73.3 69.2 70.9 70.9

算数校内平均正答率 96.1 86.2 76.3 92.1 92.1

3年 4年 5年 6年
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大
平
弾
正
の
墓
は
、
奥
湊
川
字
殿
奈

呂
に
あ
り
、
南
北
朝
期
の
奥
湊
川
城
主
・

大
平
弾
正
の
居
館
跡
と
伝
え
ら
れ
、
城

址
は
こ
れ
よ
り
北
へ
５
０
０
ｍ
の
城
山

に
あ
り
ま
す
。

※
昭
和

４７（
１
９
７
２
）年
大
方
町
文
化

財
指
定
。

　
弾
正
は
当
時
、
奥
湊
川
の
領
主
ま
た

は
押
領
使
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
の
幡
多
の
領
主
は
一
条
氏

で
あ
り
、
弾
正
の
場
合
は
、
領
主
と
い

う
よ
り
も
、
武
芸
に
長
け
た
者
が
地
方

の
警
察
の
役
目
を
務
め
た
押
領
使
の
ほ

う
が
適
切
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
実
際
は
土
佐
の
守
護
代
が

任
命
し
た
大
方
郷
の
幕
府
の
荘
園
、
公

領
を
管
理
支
配
す
る
地
頭
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
大
平
弾
正
を
土
佐
の
守
護
代
が
任
命

し
た
地
頭
だ
と
す
る
と
、
今
ま
で
南
朝

の
忠
臣
と
言
わ
れ
て
き
た
弾
正
は
、
一

転
し
て
幕
府
方
の
役
人
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
「
忠
臣
大
平
弾

正
」
と
い
う
定
説
を
覆
す
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
当
時
の
時
代
感
覚
で
は
、
北

朝
・
南
朝
の
い
ず
れ
が
正
統
で
あ
る
か
、

明
確
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
前
身
は
幕
府
の
押
領
使
（
地
頭
）
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
行
動
は
節
義
を
重

ん
じ
た
誠
の
人
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
３
回（
６
月
号
）「
尊
良

親
王
御
上
陸
地
記
念
」
で
も
紹
介
し
た

と
お
り
、
親
王
が
王
無
の
浜
に
着
い
た

時
、
大
平
弾
正
が
お
迎
え
に
参
っ
た
と
、

ど
の
文
献
を
み
て
も
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
貴
人
に
対
す
る
表
敬
表
現

で
、
弾
正
の
自
発
的
な
行
為
で
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
り
、
警
固
の
役
人
が
、

素
性
の
分
か
ら
な
い
人
間
に
親
王
を
渡

す
は
ず
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
初
は
幕
府
方
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

弾
正
が
親
王
に
対
す
る
忠
誠
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
に
疑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

奥
湊
川
に
お
迎
え
し
て
親
王
を
警
固
し

て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
人
柄
に
接
し
て

「
こ
の
皇
子
の
た
め
な
ら
」
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
弾
正
の
子
息
・
大
膳
が
、
越
前
・
金

ケ
崎
城
で
尊
良
親
王
に
殉
死
し
た
と
い

う
伝
説
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、
大
平
弾

正
に
二
心
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　
弾
正
の
館
の
下
、
口
湊
川
は
当
時
北

条
氏
の
勢
力
圏
で
あ
り
、
道
中
を
案
じ

た
弾
正
は
、
本
道
を
避
け
、
近
く
の
大

森
山
を
越
え
、
杣
道
に
分
け
入
り
、
今

も
そ
の
名
の
残
る
「
弾
正
横
通
り
」
の

難
所
を
踏
破
し
て
、
大
平
の
館
に
親
王

を
迎
え
ま
し
た
。

　
『
郷
土
史
辞
典
』（
高
知
県
編
）
を
見

る
と
、
土
佐
の
守
護
・
地
頭
の
解
説
の

中
で
、
高
岡
郡
蓮
池
城
主
の
大
平
氏
も
、

勢
力
範
囲
と
活
動
状
況
か
ら
見
て
、
守

護
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
、

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
蓮
池
城
主
の
大
平
氏
が
守
護
代
で
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
鎌
倉
幕
府
に

近
い
守
護
代
級
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と

は
争
え
ま
せ
ん
。

　
現
代
の
土
佐
市
に
本
拠
地
を
持
っ
た

大
平
氏
は
、
井
の
尻
（
宇
佐
）
の
港
を

拠
点
に
、
中
世
土
佐
の
海
運
を
支
配
し

た
大
豪
族
で
し
た
。

　
幕
府
の
命
に
よ
り
、
尊
良
親
王
を
王

無
の
浜
ま
で
護
送
し
た
船
も
大
平
氏
所

属
の
も
の
で
、
そ
の
一
族
で
あ
る
奥
湊

川
の
押
領
使
（
地
頭
）
弾
正
へ
親
王
の

お
迎
え
を
命
じ
た
の
も
、
本
家
の
守
護

代
大
平
氏
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.7

『
大
平
弾
正
の
墓
』

お
お

ひ
ら

だ
ん

じ
ょ
う

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
黒
潮
町
教
育
委
員
会 
文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

■ 

弾
正
の
軌
跡

■ 

大
平
弾
正

■ 

弾
正
の
子
息（
伝
説
）

■ 

弾
正
横
通
り（
伝
説
）

■ 

高
岡
郡
蓮
池
城
主
の
大
平
氏

と
ん

な

ろ

お
う

た
か

な
が

し
ん

の
う

り
ょ
う
し

ふ
た
ご
こ
ろ

し
も

そ
ま
み
ち

弾正横通り
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黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
64

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

消
防
団
員
募
集
！

搬送訓練（伊田小学校）

放水訓練（伊田小学校）

災害対策本部運営訓練

炊き出し訓練（浜町地区）放水訓練（黒潮消防団）

　
９
月
４
日
、
南
海
地
震
や
津
波
を
想

定
し
た
黒
潮
町
総
合
防
災
訓
練
が
、
町

内
全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
昨
年
よ
り
も
約
１
３
０
０
人

多
い
３
６
７
８
人
が
参
加
し
、
皆
さ
ん

の
防
災
意
識
の
高
さ
が
数
字
に
表
れ
て

い
ま
す
。

　
沿
岸
部
は
津
波
、
山
間
部
は
地
震
災

害
な
ど
、
地
域
ご
と
に
起
こ
り
う
る
災

害
を
想
定
し
、
避
難
訓
練
や
情
報
伝
達

訓
練
、
炊
き
出
し
、
救
命
講
習
、
防
災

訓
練
、
消
防
団
で
は
初
期
消
火
な
ど
の

訓
練
を
行
い
、
町
全
体
で
災
害
に
備
え

た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
南
海
地
震
に
限
ら
ず
、
災
害
で
最
も

有
効
な
こ
と
は
『
リ
ス
ク
の
あ
る
場
所

か
ら
逃
げ
る
こ
と
』
で
す
。

　
普
段
か
ら
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
お
き
、
災
害
時
、
も
し
く
は
そ
の

危
険
性
が
あ
る
場
合
に
は
素
早
く
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
避
難
し
た
後
に
必
要
と
な
る
も

の
の
所
在
の
点
検
・
確
認
を
日
常
か
ら

行
い
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　
消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
す
。
火

災
に
限
ら
ず
、
風
水
害
や
災
害
発
生
時

の
救
助
活
動
な
ど
、
地
域
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
り
続
け
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
力
で
黒
潮
町
を
「
安
心
」

の
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
相
談
・
ご
連
絡
は
、

最
寄
り
の
消
防
団
ま

た
は
左
記
の
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。



潦広報くろしお  №67　2011（平成23）年10月号

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
平
成

２１
年

１２
月
か
ら
の
新
し
い
農
地

制
度
の
も
と
で
、
農
地
転
用
規
制
が
厳

格
化
さ
れ
ま
し
た
。
厳
格
化
の
例
と
し

て
は
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
、
庁
舎

な
ど
の
公
共
施
設
も
許
可
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

 
農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
農
地
法

の
許
可
が
必
要
で
す
が
、
許
可
を
受
け

な
い
で
行
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
無
断
転

用
」
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
農
業
者
を

は
じ
め
、
開
発
な
ど
に
携
わ
る
人
も
農

地
転
用
許
可
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
、

法
令
厳
守
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
住
宅
や
工
場
な
ど
の
建
物
敷

地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
墓
地
、
道

水
路
、
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
用
地
に

転
換
す
る
こ
と
で
す
。
な
お
、
一
時
的

に
資
材
置
場
や
砂
利
採
取
場
な
ど
に
利

用
す
る
こ
と
も
転
用
に
な
り
ま
す
。

◆
農
業
用
施
設
の
建
築

　
自
分
の
農
地
に
農
業
用
施
設
（
２
０

０
㎡
未
満
）
を
建
築
す
る
場
合
は
、
許

可
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
地
に

よ
っ
て
は
農
地
法
以
外
の
各
法
令
が
関

連
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建
築

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
農
業
委
員

会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
０
０
㎡
以
上
や
自
分
の
農

地
以
外
に
建
築
す
る
場
合
は
転
用
許
可

が
必
要
で
す
。

◆
農
地
の
相
続
な
ど
に
関
す
る
届
け
出

　
平
成

２１
年

１２
月

１５
日
に
改
正
農
地
法

が
施
行
さ
れ
、
相
続
や
時
効
取
得
な
ど
、

農
地
法
の
許
可
を
要
し
な
い
権
利
取
得

に
つ
い
て
は
、
農
地
の
あ
る
農
業
委
員

会
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
届
出
書
」
は
農
業
委
員
会
ま
た
は

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
届
け
出
は
、
権
利
取
得
の
効
力

を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
所
定
の
登
記
手
続
き
が
別
に
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
　
農
業
委
員
会
事
務
局

蕁
４
３
―
１
８
８
８

　
　
ま
た
は
、
地
元
農
業
委
員
ま
で

農
業
委
員
会
だ
よ
り

問

区　分 法　令 申　　請　　内　　容 備　　　　考

売　買
賃貸借

農地法
第3条

農地を農地として売買する場合、または賃貸借
などにより権利を設定する場合

（贈与含む。農業経営基盤促進法による権利設定
は除く。）

（農業委員会許可）
【許可基準】
下限面積30アール以上、
農作業従事日数150日など

農地形状変更

農家の方が、自己所有地で段差のある田や畑に自ら客土や切土し、耕作しやすい
ように農地を改良する場合、農業委員会へあらかじめ「農地形状変更届出」を提
出した上で、形状変更を行うようにお願いします。
※農地を農地として使用することが条件です。

非　農　地　証　明

非農地とは、土地登記簿上の地目が農地（田・畑）で、その現状が農地以外の土地
になっているもので、一定の条件を満たしている場合、非農地として証明を受け
ることができる土地です。（証明料2,000円）

転　用

農地法
第4条

農地の所有者が自ら農地を転用する場合
（自分の農地を住宅・駐車場などに転用）

（県知事許可）

農地法
第5条

農地の転用を目的とした賃借・売買を行う場合（事
業者などが農地を買って転用）

（県知事許可）

◆申請から許可までの流れ
　毎月20日に締め切り、翌月の7日前後に開催する農業委員会で審議し、可否の判断をします。
　また、転用の農地法第4条および第5条申請は、農業委員会で可決した場合、意見を付して10日まで
に県知事に送付します。県知事は農地法の許可基準により審査し、月末に開催される「高知県農業会議」
の意見を聞いたうえで、転用の可否を判断します。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◆
い
つ
で
も
、
最
新
の
年
金
記
録
が
確

認
で
き
ま
す
！

　
２４
時
間
い
つ
で
も
、
毎
月
更
新
さ
れ

た
年
金
記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。

◆
年
金
の
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
の
発
見

が
容
易
に
な
り
ま
す
！

　
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
期
間
や

厚
生
年
金
に
加
入
し
た
期
間
の
標
準
報

酬
額
の
大
き
な
変
動
な
ど
、
ご
確
認
い

た
だ
き
た
い
記
録
が
わ
か
り
や
す
く
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
将
来
の
年
金
額
が
試
算
で
き
ま
す
！

　
「
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
働
き
続

け
た
場
合
の
年
金
は
？
」
と
い
っ
た
知

り
た
い
情
報
を
ご
自
宅
で
ご
覧
に
な
れ

る
よ
う
な
機
能
を
、
今
秋
以
降
ど
ん
ど

ん
追
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
登
録

は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net/

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
な
お
、
相
談
に
は
、
本
人
確
認
の
た

め
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
　

１０
月

２０
日（
木
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
黒
潮
町
役
場
 

佐
賀
支
所

　
　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 
住
民
課

　
　
住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

総
務
省
の
行
政
相
談
を
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
総
務
省
で
は
、
毎
年

１０
月
に
「
行
政

相
談
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、
黒
潮
町
で
も

次
の
と
お
り
「
一
日
行
政
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
課 

行
政
人
事
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
２

年
金
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

行
政
相
談
週
間

１０
月
１７
日
（
月
）
〜
２３
日
（
日
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

月　日

10／19
（水）

総合センター 山下恵美子

10：00

12：00

13：00
　

15：00

時　間 開設場所 行政相談委員

問

問

問

佐
賀
地
域

10／20
（木）

有井川多目的
研修集会所

保健福祉
センター

曽根省子

10：00
　

12：00

13：00
　

15：00

大
方
地
域

���
�� �
    
�� �
   �

〜

〜

〜

〜

　
高
知
県
で
は
、「
お
接
待
の
こ
こ
ろ
」

で
つ
な
が
る
高
知
の
お
も
て
な
し
を
推

進
す
る
一
環
と
し
て
、
毎
年
秋
に
県
内

で
の
一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
次
の
内
容
で
「
あ
っ

た
か
高
知
。
秋
の
お
も
て
な
し
一
斉
清

掃
」
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
自
由
で
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
１０
月

２０
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

　
※
荒
天
時
は

２７
日（
木
）に
順
延
。

場
所
（
集
合
場
所
）

・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
 

土
佐
入
野
駅

・
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お
が
た

・
カ
ツ
オ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
黒
潮
一

番
館
・
佐
賀
新
港
周
辺

※
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
は
こ
ち
ら
で
準
備
し

ま
す
。
火
ば
さ
み
を
お
持
ち
の
方
は

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
集
め
た
ゴ
ミ
は
当
日
回
収
し
ま
す
。

　
 

産
業
推
進
室 
商
工
観
光
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
３（
直
通
）

「
あ
っ
た
か
高
知
。
秋
の
お
も
て
な

し
一
斉
清
掃
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

問
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黒
潮
町
で
は
、
黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
用
相
談
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員
　
２
名

職
種

　
黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
相
談

業
務

契
約
期
間

　
１１
月
１
日
〜
平
成

２４
年
３
月

３１
日

資
格

　
景
気
低
迷
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
お
よ
び
就
職
難
に
よ
り
求
職

活
動
中
の
方

勤
務
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

勤
務
日
数
　
月

２０
日
程
度

賃
金

　
日
額
６
７
０
０
円（
通
勤
手
当
あ
り
）

提
出
書
類

・
所
定
の
申
込
書

※
本
庁
総
務
課
情
報
推
進
係
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
可
・
写
真
貼

付
・
必
ず
自
筆
で
記
入
）

応
募
方
法

　
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

※
１０
月

２０
日（
木
）午
後
５
時

１５
分
必
着

選
考
方
法
　
面
接
試
験

・
１０
月

２５
日（
火
）午
前
９
時
よ
り
大
方

庁
舎
で
行
い
ま
す
。

そ
の
他
留
意
事
項

　
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　
本
庁 

総
務
課 

情
報
推
進
係

蕁
４
３
―
２
１
８
８（
直
通
）

募
集
予
定
人
数
　
３
名
程
度

作
業
内
容

　
農
道
に
お
け
る
除
草
作
業
・
水
路
の

清
掃
な
ど

雇
用
期
間

　
１１
月
１
日
〜
平
成

２４
年
２
月

２８
日

応
募
資
格

　
景
気
低
迷
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
お
よ
び
就
職
難
に
よ
り
求
職

活
動
中
の
方

勤
務
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

勤
務
日
数
　
月

１５
日
程
度

賃
金
　

　
日
額
８
１
０
０
円（
通
勤
手
当
な
し
）

提
出
書
類

①
黒
潮
町
緊
急
雇
用
対
策
作
業
員
申
込

書
な
ら
び
に
離
職
事
由
が
確
認
で
き

る
書
類
な
ど
（
離
職
票
な
ど
離
職
し

た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

で
き
る
だ
け
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状

募
集
期
間

　
１０
月
７
日（
金
）〜

１７
日（
月
）

応
募
方
法

　
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

※
１０
月

１７
日（
月
）午
後
５
時
必
着

選
考
方
法

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　
　
　
本
庁 

農
業
振
興
課

 
　
　
農
業
土
木
係

蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

　
今
年
度
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
遊
学
で
は
、

地
域
に
残
る
伝
統
的
な
料
理
や
、
異
国

の
食
文
化
を
学
ぶ
講
座
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
時
代
の
変
化
と
国
際
化
が
進
ん
で
い

く
中
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
源
泉
を
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
１
講
座

９
月

２９
日
に
終
了

第
２
講
座

１０
月

３１
日（
月
）午
後
６
時

３０
分
〜

内
容
　
魅
惑
の
イ
タ
リ
ア
ン

講
師
　
浜
町
済
さ
ん（「
エ
ル
バ
」シ
ェ
フ
）

第
３
講
座

１２
月
３
日（
土
）
予
定

内
容
　
野
外
研
修

（
う
ど
ん
づ
く
り
と
讃
岐
の
人
権
学
習
）

第
４
講
座

平
成

２４
年
２
月
中
旬
を
予
定

内
容
　
コ
リ
ア
ン
料
理
を
楽
し
む

講
師
　
呉
静
恵
さ
ん（
中
土
佐
町
在
住
）

【
募
集
人
数
】

２０
名

【
場
所
】
佐
賀
老
人
憩
い
の
家
ほ
か

※
第
３
講
座
は
香
川
県
を
予
定
。

【
申
込
締
切
】
各
講
座
の
３
日
前

【
参
加
料
】
１
人
５
０
０
円

（
小
学
生
は
３
０
０
円
）

※
第
３
講
座
は
う
ど
ん
体
験
の
実
費
が

必
要
で
す
。

　
　
　
佐
賀
町
民
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
用
相
談
員
の
募
集
に
つ
い
て

黒
潮
町
緊
急
雇
用
対
策
作
業
員
の

募
集
に
つ
い
て

至
福
の
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
！

「
２
０
１
１
年
度
ヒ
ュ
ー
マ
ン
遊
学
」

受
講
生
募
集

申
・
問

申
・
問

申
・
問
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
、
左
記
の

と
お
り
書
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
生
徒
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

１１
月
〜
平
成

２４
年
３
月

　
月
２
回
（
隔
週
土
曜
日
予
定
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

※
１０
月
末
頃
に
準
備
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
後
日
日
程
表
を
配
布
し

ま
す
。

【
場
所
】

　
大
方
あ
か
つ
き
館 

２
階 

会
議
室

【
講
師
】

　
大
方
墨
の
会
　
國
見
惺
さ
ん

【
定
員
】

２５
名
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
参
加
料
】
無
料

※
た
だ
し
、
準
備
物
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
負
担
。

【
募
集
締
切
】

１０
月

２０
日（
木
）

　
　
　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

　
　
　（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
地
域
交
流
事
業
の
新
た
な
試
み
と
し

て
、
今
年
６
月
か
ら
月
２
回
、
太
鼓
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

１０

名
程
度
が
基
礎
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
が
、

迫
力
あ
る
演
奏
を
行
う
た
め
、
生
徒
の

追
加
募
集
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

男
性
も
大
歓
迎
で
す
。

　
黒
潮
の
新
し
い
文
化
を
と
も
に
育
み
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

希
望
者
は
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
練
習
日
】

　
毎
月
２
回
　
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

【
場
所
】
佐
賀
老
人
憩
い
の
家

【
募
集
人
数
】

１０
人

【
対
象
者
】
小
学
生
以
上

【
申
込
期
限
】

１０
月

３１
日（
月
）

【
参
加
料
】
無
料

※
必
要
に
応
じ
て
実
費
負
担
あ
り
。

　
　
　
佐
賀
町
民
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

細
字
実
用
書
道
教
室 

生
徒
募
集

「
太
鼓
教
室
」
の
生
徒
を
追
加
募
集

し
ま
す

申
・
問

申
・
問

第6回  黒潮町民大学
心の豊かさとまちの活性化のために、下記のとおり黒潮町民大学を開催します。

多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

※第4講座は、都合により急きょ講師が変更になる場合があります。

開　場／午後7時
開　演／午後7時30分
受講料／無料
※事前申し込み不要。

【主催】
　黒潮町教育委員会
　黒潮町

○お問い合わせ
　教育委員会 生涯学習係
　（佐賀支所内）
　�55－3190（直通）

10月6日（木）
大方あかつき館
落語家　
桂　あやめさん

「笑いでコミュニケーション」

【第1講座】
10月14日（金）
総合センター（佐賀庁舎前）
シンガーソングライター
李　政美さん

「トーク＆コンサート
        ～ありがとういのち～」

【第2講座】

10月20日（木）
大方あかつき館
元全日本女子バレー
ボール代表・元主将　
吉原　知子さん

「私のバレーボール人生」

【第3講座】
11月30日（水）
大方あかつき館
京都大学
防災研究所教授

矢守　克也さん

「防 災 講 座」

【第4講座】
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実施医療機関

黒潮町に住民登録または外国人登録があり、接種当日に次の①または②の
いずれかに該当する方。
　①65歳以上の方

②60歳以上65歳未満で、心臓・じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が
極度に制限される程度の障がいのある方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機
能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいのある方（身体障害者手帳1級に相当
する方）

対　象　者

県下の医療機関で、平成23年10月1日から12月31日まで受けられます。全ての医療機
関が実施しているわけではありませんので、事前に電話などでお問い合わせしてから受診
してください。

黒潮町では下記の医療機関で予防接種を受けられます。

実 施 期 間

予約の必要などがありますので、事前に希望の医療機関に接種日時をご確認のうえ、健康
保険証を持参し、接種を申し出てください。

お申し込み

自己負担金　1,000円（公的負担で接種できるのは、上記実施期間中1回だけです。）
※生活保護受給者の方は、免除証明書を持参すれば自己負担金が免除となります。
　免除対象の方は、下記までお問い合わせください。
※被接種者本人の意思確認が最終的にできない場合は、予防接種法に基づいた接種を行う

ことができません。

接種料金

お問い合わせ   本庁 健康福祉課 保健衛生係　　      蕁43－2836（直通）
  佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）

実施医療機関

大方クリニック
43－2255

実施期間

10月15日（土）～12月29日（木）

実施日

月曜日から土曜日
ただし祝日を除く

実施時間
午前／8：30～12：00
午後／1：30～4：00
水曜日と土曜日は12:00まで

佐 賀 診 療 所
55－2037

10月1日（土）～12月28日（水）
月曜日から土曜日
ただし祝日を除く

午前／8：30～12：30
午後／3：00～6：00
水曜日と土曜日は午前中のみ

拳ノ川診療所
55－7111

10月6日（木）～12月22日（木）
ワクチンの都合があるため要予約

木曜日
ただし祝日を除く

午後／2：00～4：00
（1日30人まで）

出　口　病　院
43－3331

10月17日（月）～12月28日（水）
ワクチンの都合があるため要予約

月曜日から水曜日
ただし祝日を除く

午前／8：30～11：30
（1日20人まで）

高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
高齢者のみなさんへ
インフルエンザの定期予防接種がはじまります
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まちの掲示板まちの掲示板

対象地域へは調査員がお伺いします。
※調査員は、高知県知事が発行した
「調査員証」を携帯しています。

○お問い合わせ　高知県庁 統計課　蕁088－823－9346

平成23年

社会生活基本調査 日本の未来の羅針盤

調査へのご理解と
ご協力をお願いします。10月20日

◆ 租税債権管理機構とは
　「機構」は、幡多地域６市町村で構成する幡多広域市町村圏事務組合の中に、住民税・固
定資産税・国保税などの滞納税のうち市町村から移管された長期困難案件を徴収する専門組
織として、平成２０年４月１日に設置されました。「機構」では、税の公平性を守るため、各市
町村の税務担当課とも協力して、納税の意思を示されない滞納者に対しては、財産の差し押
えや公売を実施していきます。
※税金を滞納されている場合には、「機構」移管前は市町村税務担当課まで、「機構」移管後

は「機構」まで、早急に相談されるようお勧めします。

◆ 平成22年度の実績
　・徴収額　　合計 １億７,２６６万円
　　（本税　１億３,０７０万円、督促手数料　６３万円、延滞金　４,１３３万円）
　・受託案件処理状況　　合計４００件
　　（継続移管　１５５件、完納による返還　９３件、ほぼ完納で返還　１３５件、その他　１７件）
　・差し押えの状況　合計２３６件
　　（給与など　１４２件、不動産　２１件、家賃など　４５件、その他　２８件）
　・ネット公売の状況　合計９回　
　　（不動産　３件、動産　１２４件）

◆差し押えした不動産の公売
　「機構」の主要な実務は、財産の調査と差し押えです。差し押えした動産と不動産は、ヤ
フー官公庁オークション［年間８回実施］を通じて公売していますが、特に、不動産は、多
額滞納者への対応上、積極的に出品しています。ちなみに、９月２７日開始の第５回オークシ
ョンへの出品は、６件（土地・建物）です。皆さんも、公売不動産について、インターネッ
トでの閲覧と入札への参加をご検討ください。

○お問い合わせ　幡多広域市町村圏事務組合　租税債権管理機構　　蕁34－1301

租税債権管理機構［幡多広域市町村圏事務組合］の取組みについて租税債権管理機構［幡多広域市町村圏事務組合］の取組みについて租税債権管理機構［幡多広域市町村圏事務組合］の取組みについて

　
３
Ｒ
と
は
、R

educe
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

減
ら
す
）、R

euse

（
リ
ユ
ー
ス
・
繰
り

返
し
使
う
）、R

ecycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
・

再
資
源
化
）
の
３
つ
の
頭
文
字
を
と
っ

た
環
境
配
慮
に
関
す
る
言
葉
で
す
。

　
毎
年

１０
月
は
３
Ｒ
月
間
で
す
。

　
今
年
は
県
下
統
一
レ
ジ
袋
削
減
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
、

レ
ジ
袋
を
断
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
高
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民
会
議

で
は
、「
男
も
女
も
持
つ
ぞ
！
　
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://npo-kankyonom
ori.com

/kenm
i

nkaigi/index.htm
l

　
　
高
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民
会
議

　
　
県
民
部
会
事
務
局
環
境
の
杜
こ
う
ち

　
　
蕁
０
８
８
―
８
０
２
―
２
２
０
１

　
　
高
知
県 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課

 
 
蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
８
４
１

問

お
し
ら
せ

毎
年
１０
月
は
３
Ｒ
月
間
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就
労
相
談
、
資
格
や
技
能
を
習
得
す

る
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１１
月
４
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
２
階 

大
ホ
ー
ル

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
　
無
料
職
業
紹
介
所

蕁
０
８
８
―
８
７
５
―
２
５
０
０

　
高
知
県
労
働
委
員
会
で
は
、「
労
働

相
談
」
と
「
あ
っ
せ
ん
」
で
、
労
働
条

件
や
雇
用
を
め
ぐ
る
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
簡
易
迅
速
・
無
料
・
秘
密

厳
守
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

　
　
高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局

蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
４
５

　
　
　 http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/240101/

　
統
合
な
ど
に
よ
り
廃
止
と
な
っ
た
町

内
保
育
所
に
つ
い
て
、
地
域
の
特
色
に

あ
っ
た
良
好
な
利
活
用
を
図
る
た
め
の

提
案
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

募
集
施
設

　
旧
東
部
保
育
所

　（
浮
鞭
３
９
５
４
―
１
）

募
集
事
業
・
募
集
要
件

　
「
黒
潮
町
廃
止
保
育
所
の
有
効
活
用

に
係
る
募
集
要
領
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）」
の
と
お
り
。

　
た
だ
し
、
今
回
は
「
応
募
要
件（
１
）

イ 

町
の
福
祉
向
上
に
資
す
る
計
画
で

あ
る
こ
と
」
を
最
優
先
と
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
１０
月
４
日（
火
）〜

１８
日（
火
）

　
　
　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県
営
 

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

平
成

２４
年
度
訓
練
生
（
４
月
入
校
生
）

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者
　
身
体
障
が
い
者

募
集
科
目
と
募
集
定
員

１
年
制

　
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
 
 
 
 

　
２０
名

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
 

　
２０
名

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
 
 
 
 

　
２０
名

　
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
 
 

　
１５
名

６
カ
月
制

　
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科
 

　
１５
名

受
付
期
間
・
選
考
日

﹇
第
１
回
﹈

１０
月
３
日（
月
）〜

２５
日（
火
）・

１１
月

９
日（
水
）

﹇
第
２
回
﹈

１２
月
５
日（
月
）〜
平
成

２４
年
１
月

１７

日（
火
）・
２
月
１
日（
水
）

　
　
国
立
県
営
 

　
　
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　（
兵
庫
県
伊
丹
市
東
有
岡
４
丁
目
８
）

蕁
０
７
２
―
７
８
２
―
３
２
１
０

蕭
０
７
２
―
７
８
２
―
７
０
８
１

　
　
　 http://w

w
w

.hyoushou.jp/

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

問問

問

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
職
相
談
を
行
い
ま
す

相
　

談

黒
潮
町
廃
止
保
育
所
の
有
効
活
用
に

係
る
施
設
整
備
の
公
募
に
つ
い
て

募
　

集

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
ご
相
談
く
だ
さ
い

なくそう！バス車内での転倒事故なくそう！バス車内での転倒事故
バス車内で転倒する事故が多発しています。
バスの発進時・走行中は、次のことに気をつけ
ましょう。

◎着席しましょう。
◎立っている場合は、手すりな

どにしっかりつかまりましょう。
◎周りの人たちは、高齢者の方などに席やつ

かまりやすい場所を譲りましょう。

国土交通省　自動車交通局　安全政策課
蕁03－5253－8111

HP

HP

　
親
子
で
一
緒
に
触
れ
あ
っ
て
、
体
を

動
か
し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
現
在
子
育
て
中
の
人
、
親
子
遊
び

に
興
味
の
あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
黒
潮
町
の
方
も

参
加
で
き
ま
す
。）

日
時
　

１１
月
９
日（
水
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜

１１
時

３０
分

場
所
　
安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
 （

四
万
十
市
安
並
４
２
３
１
）

講
師
　
別
所
祐
之
介
さ
ん
（
や
れ
ば
で

き
る
高
知
支
部
 

支
部
長
）

※
「
や
れ
ば
で
き
る
」
は
、
ト
ラ
イ
フ

リ
ー
を
理
念
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
提
供
し
て
い

る
非
営
利
団
体
で
す
。

内
容

・
体
を
動
か
す
大
切
さ
を
知
ろ
う

・
親
子
で
簡
単
、運
動
能
力
ア
ッ
プ
運
動

・
遊
び
を
取
り
入
れ
た
運
動

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

※
年
齢
制
限
な
し
。
大
人
の
み
で
も
可
。

参
加
料
　
無
料

 
 

四
万
十
市
役
所 

保
健
介
護
課

蕁
３
４
―
１
１
１
５

問
四
万
十
市
で
子
育
て
講
演
会

申
・
問

東部保育所
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（
７
月
３
日
／
春
野
陸
上
競
技
場
）

　
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
小
学
生
が
参
加
。
残

念
な
が
ら
全
国
へ
は
今
一
歩
の
と
こ
ろ

で
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
好
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

▼
５
・
６
年
男
子
走
り
高
跳
び

　
２
位
　
亀
井
　
陸（
伊
田
小
）１
ｍ

１０

▼
５
・
６
年
男
子
ボ
ー
ル
投
げ
　

　
８
位
　
小
橋
十
真（
入
野
小
）３９
ｍ

７４

▼
５
・
６
年
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

７
位
　
西
地
日
和
・
中
澤
龍
世
・
宮

川
竜
一（
以
上
入
野
小
）・
北
川
文
太

（
南
郷
小
）　
　
　
　
　
　
　

６３
秒

０６
 

（
８
月

２０
日
／
宿
毛
陸
上
競
技
場
）

　
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
小
学
生
が
参
加
し
、

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

▼
３
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
５
位
　
松
本
尊
広（
伊
田
小
）１８
秒

１６

▼
５
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
７
位
　
北
川
文
太
　
　
　
　

１５
秒

６６

▼
５
・
６
年
男
子
１
０
０
０
ｍ

　
３
位
　
亀
井
　
陸
　
　
３
分

３６
秒

４６

　
４
位
　
北
川
文
太
　
　
３
分

４１
秒

４８

　
７
位
　
秋
田
朱
利（
入
野
小
）

　
　
３
分

４８
秒

８７

▼
５
・
６
年
男
子
走
り
高
跳
び

　
２
位
　
宮
川
竜
一
　
　
　
　
１
ｍ

１０

▼
５
・
６
年
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

６
位
【
Ａ
チ
ー
ム
】
宮
川
竜
一
・
北

川
文
太
・
友
永
紫
苑（
入
野
小
）・
秋

田
朱
利
　
　
　
　
　
　
　
　

６４
秒

３９

８
位
【
Ｂ
チ
ー
ム
】
瀧
本
侑
斗
・
小

橋
十
真
・
松
本
祐
樹
・
西
岡
　
研（
以

上
入
野
小
）　　
　
　
　
　
　

７０
秒

５７

▼
５
・
６
年
女
子

８０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　
５
位
　
漆
原
　
舞（
入
野
小
）１９
秒

２２

　
６
位
　
池
田
愛
果（
入
野
小
）１９
秒

４４

▼
５
・
６
年
女
子
走
り
高
跳
び

　
４
位
　
宮
地
　
光（
入
野
小
）１
ｍ

１０

まちの掲示板まちの掲示板

第
９
回
だ
る
ま
夕
日
宿
毛
カ
ッ
プ
・

小
学
生
陸
上
大
会

第
２７
回
日
清
カ
ッ
プ
・
全
国
小
学
生

陸
上
交
流
大
会
高
知
県
選
考
会

→「
５
・
６
年
男
子
走
り
高
跳
び
」
２
位
の
亀
井
陸

く
ん
。
銀
メ
ダ
ル
が
光
っ
て
い
ま
す
。

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■ 子育てサークル「野原にいます」
★カウンセリングクラブ　まんまる①
　わたしがわたしでいるために・・・。
日　時：10／4（火）　9：30～11：30
場　所：黒潮町社会福祉センター2F　和室
講　師：松本敬子先生
参加費：500円（定員締切）

★野外活動　下田公園
　公園で遊んで、おやつにバームクーヘンを作ろう！
日　時：10／8（土）　10：00～12：00
場　所：下田公園（ちびっこ広場および展望広
　　　　場付近） ※現地集合、雨天中止
参加費：無料（申込み不要）

★食育活動　味噌作り
　美味しい味噌を作ってみませんか？
日　時：10／29（土）　10：00～12：00
場　所：農家民宿かじか（市野々川）
※直接現地に集合。場所が分からない方は9：30

に道の駅ビオスおおがた入口付近に集合。
参加費：無料（定員10名）、申込み必要
用意する物：エプロン、三角巾、タオル

　　　　地域子育て支援センター　
　　　　蕁43－0512
申・問

蕁43－2113

10：00～15：00
〈荒天時は中止〉

産業推進室 商工観光係問
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●よろずのことに気をつけよ　　　　　　　川瀬　七緒／著
●心に吹く風　　　　　　　　　　　　　　宇江佐真理／著
●いっしょにいるだけで　　　　　　　　　森下　典子／著
●食べたら種まき　　　　　　　　　　　　ヒナ／著
●偏食解消で大人気。さくらしんまち保育園の給食レシピ
●つる草で編みカゴの本　　　　　　　　　嶋崎千秋／著
●困ってるひと　　　　　　　　　　　　　大野更紗／著
●宇宙の迷路　　　　　　　　　　　　　　香川元太郎／著
●いいからいいから４　　　　　　　　　　長谷川義史／著
●やまんばあかちゃん　　　　　　　　　　大島妙子／著

佐
賀
図
書
館

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 1
笆 3 4 5 6 7 8

11月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 笳 4 5
笞 7 8 9 10 11 12

笶 筐 11 12 13 14 15
筅 17 18 19 20 21 22
筬 24 25 26 27 箍 29
箚 31 27 28 29 箚 30

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 1
2 笳 4 5 6 7 8

11月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 笳 4 5
6 笵 8 9 10 11 12

9 筐 筺 12 13 14 15
16 筵 18 19 20 21 22
23 筮 25 26 27 箍 29
30 箋 27 28 29 箚 30

佐賀文化展開催

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

10

11

日

17～23
24～30

31
1～6

07～13
14～20

大 方 地 域 佐 賀 地 域
吉 本 水 道
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道

河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備

㈱ 土 居 建 設
拳 ノ 川 住 設
山 本 建 設 ㈱
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設

谷 口 水 道
㈲ 西 部 総 建
㈲ 森 田 建 設
㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

野 村 企 画 設 備

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－4665

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

田野浦1593

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

★
新
し
い
本
の
中
に
は
、
貸
出
開

始
日
か
ら
２
カ
月
間
は
、
貸
出

期
間
が
１
週
間
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は
、破

損
を
防
ぐ
た
め
、で
き
る
だ
け

開
館
時
に
受
付
窓
口
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

 次のとおり佐賀文化展を開催します。
【日　時】10月29日（土）～31日（月） 
【　　　　午前9時～午後6時
【　　　　※31日は午後3時まで
【場　所】黒潮町総合センター
【観覧料】無料
【主　催】黒潮町文化協会・黒潮町教育委員会

○お問い合わせ　教育委員会 文化振興係

　　　　　　　   （大方あかつき館内）蕁43―2110
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

敷地　郁人くん
〈平成23年4月25日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね蟋〈お母さんより〉

中村　雪音ちゃん
〈平成22年12月14日生まれ〉

おてんば娘になりなさい。
〈ママより〉

あや との の ゆき ね

宗闢　稀々ちゃん
〈平成22年10月15日生まれ〉

元気に大きくなってお姉
ちゃんといっぱいあそん
でね蟋〈お母さんより〉

黒田　蒼人くん
〈平成23年2月10日生まれ〉

元気でやさしい男の子に
なってね蟋〈お母さんより〉

尾闢　玲愛ちゃん
〈平成22年1月13日生まれ〉

元気に育ってね蟋〈ママより〉

あお とゆう き れい あ

山本　雄貴くん
〈平成22年12月22日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね。〈母より〉

　
運
動
会
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
今

月
は
園
庭
や
公
園
で
遊
ぶ
計
画
を
立
て

ま
し
た
。
気
候
の
良
い
空
の
下
で
、
身

体
を
動
か
し
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
で
か
け
広
場

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
４
日（
火
）公
園
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
旧
横
浜
保
育
所
園
庭

・
１８
日（
火
）園
庭
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
園
庭

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
５
日（
水
）公
園
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
宮
川
公
園

・
１２
日（
水
）園
庭
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
大
方
中
央
保
育
所
園
庭

・
１９
日（
水
）誕
生
会

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
２６
日（
水
）園
庭
で
遊
ぼ
う

　
場
所
／
大
方
中
央
保
育
所
園
庭

◆
子
育
て
学
習
会

　（
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
）

・
２８
日（
金
）「
子
ど
も
の
食
事
」

　
講
話
　
饌
田
佐
惠
さ
ん
（
栄
養
士
）

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

◆
１１
月
２７
日（
日
）
は

　
高
知
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

【
投
票
時
間
】

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

　（
一
部
午
前
７
時
〜
午
後
４
時
）

◆
期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
期
間
】

　
１１
月

１１
日（
金
）〜

２６
日（
土
）

【
場
所
・
時
間
】

・
佐
賀
庁
舎
 

１
階
 

町
民
室

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
６
時

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階 

会
議
室

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
８
時

　
 

黒
潮
町
選
挙
管
理
委
員
会

蕁
４
３
―
２
８
２
５（
直
通
）

１０
月
の
予
定

問 高
知
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

光の切り絵 館がまるっとキャンパスに！
作家・酒井敦美さん

日時　10月15日（土）・16日（日）
　　　午前10時～午後9時ごろまで
　　　（野外展示は日没から）
場所　大方あかつき館
　問　　黒潮町立図書館　蕁43－2110

日時　10月15日（土）・16日（日）
　　　午前10時～午後9時ごろまで
　　　（野外展示は日没から）
場所　大方あかつき館
　問　　黒潮町立図書館　蕁43－2110




